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2022年11月12日（土）12:20～13:10日 時

第2会場（ラグナガーデンホテル 2F 羽衣 西）
〒901-2224 沖縄県宜野湾市真志喜4-1-1

会 場

アトピー性皮膚炎治療のために
開発されたアブロシチニブの有用性

思春期のアトピー性皮膚炎の治療
～新規薬剤をどのように活かし、治療アドヒアランスを維持するか～
思春期のアトピー性皮膚炎の治療
～新規薬剤をどのように活かし、治療アドヒアランスを維持するか～

講演1

演 者 堀向 健太  先生
東京慈恵会医科大学 葛飾医療センター 小児科 助教

新時代をむかえたアトピー性皮膚炎の治療新時代をむかえたアトピー性皮膚炎の治療講演2

演 者 片岡 葉子  先生
大阪はびきの医療センター 副院長／皮膚科主任部長／アトピー・アレルギーセンター長

座 長 松原 知代  先生
獨協医科大学埼玉医療センター 小児科 教授

現地会場でご参加の皆様には、お弁当をご用意しております（数に限りがあります）。


